
　春陽の候、皆さまにはご清祥のこととお慶び申し上げます。思いのほか雪消えが
早く、山々の残雪も少なくなり、芽吹く季節になりました。日頃は私の議会活動に
ご指導とご支援を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　今議会で平成 30 年予算が可決されました。
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  平成30年第１回定例会  3月12日一般質問

〇 所信表明の地域資源の活用を問う
問　①　食をキーワードとした取組の他で、観
光誘客増を目指す事業展開は。その効果は何か。

②　体験型観光商品の開発支援のための誘客宣
伝事業はどのように進めるか。

答　①　自然や文化を結びつけた体験型旅行商
品の開発支援や体験型観光のターゲット拡大に
向けて取り組む。また、JR東日本のキャンペー
ンや東京オリンピックなどの機会を捉えて、本
市の魅力を発信していく。
②　プロモーション動画の活用や印刷物の多言
語化表記、モニターツアーの実施により本市の魅
力を発信し、事業者等の取組を後押ししていく。

〇 森林環境譲与税の活用について
問　①　森林吸収源対策のため森林環境税が平
成36年度に創設され31年度から森林環境譲

与税が地方に譲与される見込みである。当市も
森林整備や林業の振興を図る他に災害の軽減と
防止のため、譲与税を活用し近年被災し荒廃し
た山林の復旧整備計画の策定の準備をする必要
があると思うがどうか。

答　①森林整備やそのための人材育成、木材利
用の促進に取り組みたいと考えているが、まだ
詳細が示されていないため今後示されるガイド
ライン等に沿った適切な取組をしていきたい。

一般質問

平成30年度一般会計予算
　277億 7,000万円
（前年比 15 億 3,000 万円増）

　ICT推進事業　　　　　　　 　　　 495 万円
　子育ての駅整備事業　　　　　1億 1,000 万円
　中小企業設備投資等応援補助金　　2,100 万円
　UI ターン促進住宅支援所行補助金　 180 万円
　妊産婦検診助成事業　　　　　　　2,696 万円
　子ども医療費助成事業　　　　　　8,460 万円

予算編成方針で示した重点 5項目別
主要事業（一部抜粋）

１．人口減少問題対策



富永三千敏 議会活動の概略
月 日 曜日 内　　　容 月 日 曜日 内　　　容

1

4 木 賀詞交換会
7 日 魚沼市消防団出初式
9 火 議会改革特別委員会
15 月 産業建設委員会　米需給調整、旅行券事業
18 木 福祉文教委員会　傍聴
22 月 総務委員会　傍聴
28 日 六人搗きボランティア

2

13 火 尾瀬情報交換会
16 金 議員勉強会
18 日 旧陸軍機墜落慰霊祭
21 水 PFI 勉強会
22 木 第１回定例会　初日
23 金 第１回定例会
26 月 第１回定例会

3

1 木 総務委員会
4 日 百八灯
6 火 福祉文教委員会　傍聴
7 水 産業建設委員会
9 金 第１回定例会　一般質問
10 土 生物多様性セミナー
11 日 市長市政報告会
12 月 第１回定例会　一般質問
14 水 平成 30年度予算審査特別委員会
15 木 平成 30年度よさん審査特別委員会

16 金
平成 30年度予算審査特別委員会
魚沼醸造㈱地鎮祭
魚沼地域ビジネス交流会

19 月 平成 30年度予算審査特別委員会
20 火 第１回定例会　最終日
23 金 湯之谷小学校第１回卒業式
28 水 会派会議

　高齢化対策共助事業　　　　　4,628 万円
　公共交通総合連携事業　　　　9,030 万円
　高齢者生活支援事業　　　　　5,311 万円

　教育支援事業　　　　　　  　　9,223 万円
　小中学校空調設備設置　  　1 億 2,700 万円
　小出郷図書館整備　　　　　  　5,498 万円

　洪水ハザードマップ更新　　　　 936 万円
　農地農業用施設・土木施設等災害復旧事業
　　　　　　　　　　　　　  2 億 1,410 万円

　体験型観光推進事業　　　　　2,470 万円
　誘客宣伝事業　　　　　　　　4,800 万円
　店舗リフォーム補助金　　　　  500 万円
　魚沼市産材活用促進事業　　　2,628 万円

３．健康・福祉の充実

４．教育の充実

５．安全安心な地域づくり

２．地域経済の活性化

平成 30 年 3 月 16 日に催された地鎮祭に出席してきました。
工　期 　自 平成 30 年 3 月 16 日　至 平成 30 年 10 月 15 日
概　要　 鉄骨造 2階　：食品工場
　　　　 建築面積　　：7,667.26 ㎡
　　　　 魚沼産のコシヒカリ他の米を使用し甘酒を製造。

　市内の未設備な温泉地などの地域に実施され
ます。Wi-Fi は必須であり、その元になる高速
大容量通信の光通信は欠かせないインフラで
す。また、今後遠隔診療にも必要になります。

魚沼醸造株式会社
水の郷工業団地新築工事について

光ケーブル追加設備工事が
平成30年中に発注

（事業費約4,500万円）

市税と地方交付税の推移歳入七大財源の推移

平成 28年までは決算額、29・30年は当初予算額（決算カードと予算書から引用した数値をグラフ化）

0

20

40

60

80

100

120

140

地方税

地方交付税

国庫支出金

地方債

都道府県支出金

繰入金

繰越金

単位：億円


